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１． 目的 

運動誘発性の過度な高体温は、運動の妨げと

なるだけでなく熱中症など危険を伴うが、運動

時体温調節に働く中枢機構の詳細はいまだ明ら

かでない。本研究では、運動誘発性高体温の抑

制に働く脳内神経機構として、視床下部 Qニュ

ーロンの関与を明らかにすることを目的とした。 

 

２． 研究方法 

本研究では、Q ニューロンの活動調節 (活性

化と抑制) を可能とするため、遺伝子改変動物

Qrfp-iCre ラットを用いた。実験 1-1 では、漸

増負荷走行試験より乳酸性作業閾値 (LT) を算

出し、続く実験 1-2 では LT を基準とした強度

別の一過性走行試験を課すことで、Qrfp-iCre

ラットにおける運動誘発性高体温モデルを確立

した。実験 2-1では、神経科学的技術・DREADD 

(興奮性) を用いて Q ニューロンを特異的に活

性化させ、体温低下の有無を確認した。実験 2-2

では、体温上昇を伴う一過性走運動時  (20 

m/min、60分間) に Qニューロンが活性化する

かどうか免疫組織化学的手法を用いて評価した。

実験 3ではDREADD (抑制性) により運動時の

Qニューロンを抑制し、その役割を検討した。 

 

３． 結果と考察 

実験 1-1 では、Qrfp-iCre ラット及び遺伝子

改変でないConラットの平均 LT速度はどちら

も 20m/min であり、これらの間に有意な差は

認められなかったことから、遺伝子改変による

体力レベルへの影響がないことが示された。実

験 1-2 では、Qrfp-iCre ラットを用いた強度別

の一過性走運モデルにおいても体温が運動強度

依存的に増加することを確認し、高体温状態が

再現されることを確認した。実験 2-1では、興

奮性DREADDを用いてQニューロンを特異的

に活性化したところ、先行研究同様の大幅な体

温低下がラットにおいて初めて確認された。実

験 2-2では、体温上昇を伴う一過性運動により

一部の Qニューロンが有意に活性化し、その際

の活性レベルが深部体温と有意な相関関係を示

した。これは Qニューロンの活性が急性運動に

よる体温上昇に依存する可能性を示唆している。

最後に実験 3では、Qニューロンの抑制により

わずかながら運動時の深部体温が有意に上昇し

た。このことから Qニューロンが運動時の高体

温を一部抑制する可能性が示された。 

 

４． 結論 

本研究より、視床下部 Qニューロンが運動時

に活性化し、運動時の高体温を一部抑制するこ

とから、運動誘発性高体温の抑制機構に Qニュ

ーロンが関与する可能性が示唆された。この新

たな仮説は、今後 Qニューロンの抑止力をより

強化するなど、さらなる実験を通じて検証する

必要がある。 
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